
＜対話のテーマ＞

◇ 運営委員会の開催結果報告

◇ まちづくりに関する振り返りと海外事例の紹介

運営委員会の開催結果報告

➢ 改めて委員を公募することを報告しました。

➢ 対話の場で出たまちづくりに対する意見を、神恵内村の観光協会へ提供することを

報告しました。

➢ 今までの「対話の場」で委員の皆さんからいただいた、まちづくりに関する意見

（付箋の数で３24枚）を、AI技術を使って分析してみました（図①参照）。文字

の大きい単語ほど、「対話の場」での出現頻度が高いことを表しており、「交付

金」「漁業振興策」「企業誘致・学校誘致」「人口減少対策」といった事柄への関

心が高いことが分かります。

➢ とても多くの貴重なご意見をいただいており、今後の「対話の場」において、一つ

ひとつ丁寧に掘り下げていく予定です。

◇ まちづくりに関する振り返り

〇頻度が高い事がら
・交付金
地層処分事業に関する交付金について
その仕組みや活用方法についての質問
や意見。

・漁業振興策
養殖事業や担い手の育成など漁業振興
策についての意見。

・企業誘致、学校誘致
漁業振興と関連する企業の誘致や、
漁業の担い手を育てる高校の誘致につ
いての意見。

・人口減少対策
子育て支援や外国人の雇用について
の意見。
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◇ 海外事例の紹介

➢ 海外ではすでに処分地が決定している国が複数あります。その中から今回は、スイス

における処分地選定や地域振興に関する取り組みを紹介しました。

➢ スイスは日本とは異なり、スイス全土を地層処分場の候補地として、調査を開始しま

した。202２年にNAGRAは北部レゲレン地域を提案しました。

※スイスの地層処分の実施主体はNAGRAという組織です。

第一段階

・スイス全土を最終処分
場の候補地とし、科学的
に安全に処分できる可能
性が高い場所を提案。

第ニ段階 第三段階

・地元の開発計画等と
の整合性が求められる
ので、地元の意見等を
聞いて場所を絞り込む。

・候補地として残った
各地で、ボーリング調
査や物理探査を実施。
最終的に１か所の候補
地を提案する。

⇒2022年に北部レゲレン地域を提案

➢ 地域振興に関して、スイスでは「地域会議」と呼ばれる会議体を設置。テーマごとに

会議体を設け、持続的発展に資するプロジェクトを策定していきます。
＜各地域会議は約85名～最大110名までのメンバーで構成＞
構成員：州やサイト地域を構成する自治体の代表者、経済団体、政党、教会等の代表者、住民
※サイト地域にドイツの自治体が含まれる場合は、ドイツからも地域会議に参加しています

テーブルワークでの意見・質問 多くの中から一部を紹介！

Q．スイスは国が主導して適地を選ぶ。日本もそうすべきだったのではない
か？（その背景は？）

A．処分地選定の進め方が両国で異なる。日本は、合意形成の観点から、関
心を示した自治体への申し入れなどから調査をスタートするが、スイスは、
実施主体のNAGRAが科学的観点から適地の選定や絞り込みを行い、国が
認めるといった方法で進めている。

Q．なぜ、日本（３００m～５００m）とスイス（９００m）で処分する地下の深さ
に大きく違いがあるのか。

A．岩盤の特性によって処分可能な深さは変わってくる。スイスではオパリナス粘土
層に処分する予定であり、北部レゲレンではその深度が900m付近になるが、
NAGRAはこの深度で処分可能と考えている。

配付資料や映像は、
ＮＵＭＯホームページでご覧いただけます。

当日の資料などについては、神恵内交流センターにおいても配布しております。より詳しい内容にご関心のある方は、

神恵内交流センターまでお気軽にお問合せください。 電話番号：０１３５－６７－７７１１（代表）






